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人
口
減
少
は
行
財
政
運
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
前
回
の
国
勢
調
査
で
、

東
三
河
に
お
い
て
唯
一
、
人
口
の
増
加

が
み
ら
れ
、
多
く
の
方
か
ら
「
豊
川
市

は
元
気
が
あ
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
引
き

続
き
元
気
な
豊
川
市
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
た
め
に
は
、
人
口
の
維
持
・
増
加
を

目
指
し
、
力
強
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
元
気
な
と
よ
か
わ 

子
育
て
に
や
さ

し
く 
人
が
集
う
ま
ち
」
を
政
策
の
柱

と
し
、
市
長
選
挙
で
皆
さ
ま
に
お
示
し

し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
３
つ
の
基
本
理

念
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
新
年
も

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
理
念
の
１
「
暮
ら
し
や
す
さ
第

一
豊
川
市
」
で
は
、
八
幡
地
区
へ
の
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
誘
致
な
ど

に
よ
る
雇
用
創
出
、
と
よ
か
わ
バ
ラ
な

ど
「
豊
川
ブ
ラ
ン
ド
」
の
全
国
Ｐ
Ｒ
、

防
災
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な
ど
安
全
・
安

心
・
基
盤
整
備
に
よ
り
、
市
人
口
に
お

け
る
毎
年
１
，
０
０
０
人
の
社
会
増
を

目
指
し
ま
す
。

　

基
本
理
念
の
２
「
子
育
て
豊
川
応
援

団
」
で
は
、
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
の

入
院
医
療
費
の
無
料
化
や
保
育
園
に
お

け
る
３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ
の
拡

充
、
学
校
教
育
に
お
け
る
学
級
支
援
員

の
充
実
や
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
、
妊

産
婦
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

　

基
本
理
念
の
３
「
市
民
と
創
る
協
働

と
健
全
財
政
の
ま
ち
」
で
は
、
消
防
団

員
や
交
通
安
全
指
導
隊
な
ど
の
処
遇
の

改
善
、
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
人
材
の
育
成
な
ど
に
よ
っ
て

市
民
と
の
協
働
を
進
め
る
と
と
も
に
、

自
然
環
境
に
や
さ
し
い
施
策
の
推
進

や
、
将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
市
債
残
高
の
更
な
る
削
減
を
図
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
声
を
拝
聴
し
、

職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
、
誠
心
誠
意
市

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
ご

ろ
は
、
市
政
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、
昨
年
10
月
、
市
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
新

春
を
迎
え
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
改

め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
で
も
ま
れ
な
ス
ピ

ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
「
人
口
減

少
」
と
い
う
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
高

齢
化
は
社
会
保
障
費
の
増
大
を
招
き
、



　

豊
川
市
消
防
本
部
は
、
昭
和
23
年
の

発
足
以
来
、
火
災
の
予
防
・
鎮
圧
、
救

急
業
務
、
人
命
救
助
、
災
害
対
策
な
ど
、

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
日
々

消
防
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
消

防
本
部
は
、
総
務
課
、
予
防
課
、
通
信

指
令
課
の
3
課
と
、
本
署
（
諏
訪
）、

東
分
署（
大
堀
町
）、西
分
署（
御
油
町
）、

南
分
署
（
御
津
町
）、一
宮
出
張
所
（
一

宮
町
）
の
5
カ
所
の
消
防
署
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
方
面
隊
26
分

団
か
ら
な
る
約
７
０
０
人
の
消
防
団
員

が
地
域
に
密
着
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
消
防
隊
員
と
協
力
し
な
が
ら
、

消
火
・
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
中
に
は
、
38
件
の
火
災
が

発
生
し
、そ
の
う
ち
建
物
火
災
が
22
件
、

損
害
額
は
約
1
億
４
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
出
動
件
数
は
年

間
８
，
２
３
３
件
に
上
り
、
1
日
平
均

で
22
.
６
件
、
お
よ
そ
１
時
間
に
1

件
の
割
合
で
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

搬
送
原
因
と
な
る
事
故
の
種
別
で

は
、
急
病
が
全
体
の
約
7
割
を
占
め
、

転
倒
や
転
落
な
ど
に
よ
る
一
般
負
傷
が

1
割
、
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
が
1
割

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
傷
病

程
度
別
で
は
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し

な
い
軽
症
傷
病
者
の
割
合
が
約
6
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
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　消火、 救急、 救助など、 さまざまな事故や災害から市民の暮らしを

守る豊川市の消防。 今回の特集では、 近年の火災 ・ 救急発生状況と

合わせ、 最新の消防事情をお伝えします。 詳しいことは、 消防本部総

務課 （89-9516） へお問い合わせください。

豊 

川 

市 

の 

消 

防 

概 

要



その他

（車両 ・船舶等を含む）

林野

建物

　過去 5 年間で 207 件の火災が発生。 そのうち約半数の 113 件が

建物火災となっています。 また、 火災の原因は、 不明なものを除き、

放火 （放火の疑いを含む） が 39 件と最も多く、 次いで、 タバコが 25

件、 コンロが 16 件、 たき火が 14 件の順となっています。

消 防 前 線特 集

　平成 30 年中の救急出動件数は 8,233 件、 うち搬送者数は 7,894

人で 5 年前と比べて 1,000 件以上増加しています。 また、 搬送者の

約 6 割を 65 歳以上の高齢者が占めるなど、 今後も社会の高齢化の

進展に伴う救急要請の増加が見込まれています。

中等症※ ・重症 ・死亡

軽症

豊川市消防年報

豊川市消防年報

　

多
様
化
す
る
事
故
や
多
発
す
る
自
然

災
害
、
高
齢
化
に
よ
る
救
急
需
要
の
増

大
な
ど
、
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

消
防
力
を
充
実
強
化
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

実
践
的
な
訓
練
や
研
修
に
よ
り
消
防
職

員
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経

験
豊
富
な
職
員
の
技
術
継
承
を
通
し
た

人
材
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
車
到
着
ま
で
の
応
急
手
当
の
必
要

性
か
ら
、
市
民
や
企
業
向
け
に
救
命
講

習
会
な
ど
を
実
施
し
、
A
E
D
の
使

用
方
法
を
含
め
た
応
急
救
護
技
術
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

装
備
の
面
に
お
い
て
も
、
消
防
署
や

消
防
団
に
配
備
さ
れ
た
消
防
用
自
動
車

を
計
画
的
に
更
新
す
る
他
、
平
成
29
年

に
は
、
救
急
出
動
件
数
の
増
加
に
伴
う

現
場
到
着
時
間
の
遅
延
傾
向
を
改
善
す

る
た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
本
署

に
１
台
増
車
し
、
市
内
６
台
体
制
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
層
階

建
物
で
の
救
助
や
放
水
作
業
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
40
㍍
級
の
最
新
式
は
し

ご
付
消
防
自
動
車
を
更
新
す
る
な
ど
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
、
消
防
力

の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

49
火災発生件数

35

45
40

38

傷病程度別搬送者数

6,840
7,894

7,3177,0836,869

（件）

（件）
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消 

防 

力 

を 

高 

め 

る

※生命の危険はないが入院

を必要とするもの



化学車と呼ばれ、1,500㍑の水と300㍑の泡原液を積載し

た車両です。水と泡原液を混ぜ合わせて泡状に放水する

ことで、水だけでは対応が困難な油火災に対応すること

ができます。

1,500㍑※の水を積載した車両です。ポンプも積載

しているため、災害現場に到着するとすぐに放水す

ることができます。この水槽の水だけで、約４分間

の放水が可能です。また、火災だけではなく、災害

警戒や救急活動の支援などにも出動します。※お風

呂の水約8杯分です。

水槽付消防

ポンプ自動車

災害対策車 化学消防

ポンプ自動車

出 動 消 防 車 両
　車両の軽量化や水槽の大型化など、 高機能化が進む消防車両。 消防署には、 ポ

ンプ車や救急車、はしご車など、合計 32 台の消防車両が配備されています。 ここでは、

消防の前線で隊員の活動を支える主な消防車両を紹介します。

　
1
1
9
番
の
救
急
要
請
を
受
け

る
と
、
要
請
現
場
か
ら
一
番
近
い
救

急
車
が
出
動
し
ま
す
。
し
か
し
、
近

く
に
あ
る
は
ず
の
救
急
車
が
出
動
し

て
い
る
場
合
は
、
遠
方
に
あ
る
別
の

救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、

救
急
車
の
到
着
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
救
急
車
の
出
動
要

請
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
1
1
9

番
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
時
間
が
遅
れ
、
救
え
る
命

が
救
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

1
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を

5

全国版救急受診アプリ　Q助

ダイムラー社の多目的作業用自動車でウニモグと呼ばれ

ています。前進８段、後進6段のマニュアル車で、急傾斜

地や軟弱地、水没道路などの走行に強く、特殊な四輪駆動

シャシを使用しており高い機動性を持っています。最大

45度の傾斜地、水深0.8㍍の水中走行が可能です。

急な病気やけがをした時、該当する症状

を画面上で選択すると、緊急度に応じた

必要な対応が表示されます。救急車が必

要かどうかを迷った時はご利用ください。

Google
Play

App
Store

WEB版

救急車を呼ぶ目安に　



はしご車と呼ばれ、積載したはしごを40㍍の高さまで伸ばす

ことができます。はしごの先端には人や物を乗せることがで

きる「バスケット」が装備されており、最大で400㌕まで搬

送することが可能です。はしごを自動で元の位置に収納する

支援装置や、はしごの揺れを瞬時に打ち消す制振制御装置な

ど、さまざまな安全装置が装備されています。

体の具合の悪い方やけがをされた方の119番通報に応じて出

動します。この救急車には、高度な救命処置を施すことがで

きる救急救命士が乗っており、気管挿管や薬剤投与などの処

置を施すための救命資器材を積載しています。

高規格救急自動車

　

消
防
本
部
管
内
で
は
、
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
平
均
で
約
９

分
を
要
し
ま
す
。
救
急
ホ
ッ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
救
命
講
習
を
受
講

も
し
も
の
と
き
は

救
急
ホ
ッ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

し
心
肺
蘇
生
な
ど
の

応
急
手
当
が
で
き

る
従
業
員
が
い
て
、

A
E
D
な
ど
の
資

器
材
を
配
置
し
た
事

業
所
や
施
設
で
、
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
、
応
急
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

現
在
、
20
事
業
所

51
カ
所
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
防
署
（
89
局

0
1
1
9
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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火災や交通事故、機械事故などの救助災害時に出動します。

車両の前後部に５㌧級ウィンチ装置、後部に３㌧級クレーン

装置、上部に発電照明装置を備えています。また、車内には

100種類以上の救助資器材を積載しています。

救助工作車

小型動力ポンプ付

水槽車
大型水槽車と呼ばれ、10,000㍑の水を積載した車両です。

建物火災が発生すると水槽付消防ポンプ自動車と協力して消

火活動にあたります。車の長さが約９㍍にもおよぶ大型車両

で、水を切らすことなく消火活動を行うことができます。

はしご付

消防自動車

救急ホッとステーション登録事業所一覧は左のQR
コードから確認できます

救急ホッとステーションの目印

消 防 前 線特 集




